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発表内容

（１）大学入試の共通試験改革と教育行政学

（２）「大学入学共通テスト」に関する政策過程分析

（３）過去の共通試験改革の失敗事例に関する政策過程分析



（1）大学入試の共通試験改革と教育行政学

★発表の概要

（1）では、大学入試政策の中で共通試験政策が占める位置や

その分析の重要性を確認する。その上で、従来の大学入試に関する

研究で分析視角として採用されてこなかった「教育行政学」の観点から、

共通試験政策について分析が可能である点や、その意義・必要性など

について説明する。



（2）「大学入学共通テスト」に関する政策過程分析

★発表の概要

（2）では、拙著『大学入試の共通試験改革をめぐるポリティクス―

「拒否権プレイヤー論」による政策過程分析―』（東京大学出版会、2023年）

に基づき、「大学入学共通テスト」の政策形成・決定過程を分析した

結果について説明する。具体的には、政策転換・安定性の要因を説明する

理論枠組みであり、教育行政学でも用いられる、Tsebelisの「拒否権

プレイヤー論」を適用し、「大学入学共通テスト」の政策形成・決定過程

に関して、同時期に検討が行われた「高校生のための学びの基礎診断」と

比較しながら検証し、改革の帰結や共通試験政策に求められる検討過程に

ついての示唆を提示する。



（2）「大学入学共通テスト」に関する政策過程分析

※表は『大学入試の共通試験改革をめぐるポリティクス―「拒否権プレイヤー論」による政策過程分析―』の283頁より作成



（3）過去の共通試験改革の失敗事例に関する政策過程分析

★発表の概要

（3）では、過去の共通試験改革の失敗事例として、「能研テスト」

（1963～1968年）と、文部大臣・西岡武夫による大学入試改革

（1988～1989年）について紹介する。この二つは、大学入試における

共通試験の定着や新たなタイプの試験の実施を試みたものの、その目的が

果たせなかった改革事例である。この2事例について、大学入試研究で

十分解明されてこなかった政策過程の分析から、改革が失敗した新たな

要因を提示しつつ、共通試験改革を試みる際に必要な検討のあり方に

ついて、より具体的な示唆を提示する。
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